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防災士の役割を考えよう





災害発生時は、行政による「公助」

自分の身は自分で守る「自助」

身近な地域で助け合う「共助」

被害を低減する力になります

命を守るために
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•地区防災計画は
行政の「地域防災計画」とは違う

一定の地域にお住いの方が、

自分たちの地域の人命、財産を守るための

助け合い（共助）について、

自発的な防災活動計画を策定することです。

市町村内の商店街や小学校区、

複合ビルなどのコミュニティレベルでの

住人や企業などによる

自発的な防災活動について防災計画を策定します。

防災というと自助・共助・公助といわれますが、

その共助の部分を膨らませていくための制度として

位置づけられています。



●地区防災計画は義務ではない、

内発性が大事
作りたいコミュニティは

作ってもいいという仕組みです。

コミュニティから提案する形を取り、

多様で固有の地域特性を

反映していきます。

自分たちがやりたいからやる

「内発性」を重んじます。



●地区防災計画は
まちづくりに繋がる

地域住民の命が助かるために、
人間力、地域力、暮らし方を
創造していく。
これは「まちづくり」と
基本的に同じ取り組みです。



地区防災計画の必要性

大規模広域災害が発生した場合、

「公助」が早急に届かない場合がある

その時は、地域コミュニティレベルでの

助け合い 「共助」が必要不可欠です

共助のための共通ルール

「地区防災計画」を作成し、

地区居住者が知っておくことが大切です



地区防災計画の策定
地区防災計画を作成するのは、住民が自発的に
防災力を高める行動をとれるようにする為

地域のコミュニティが主体となって、
地域の実情に合わせて必要と思われる内容を
盛り込んだ地区防災計画を作成することが

重要になる

計画を作成する段階で、
実行可能な計画か男女共に幅広い年代層の

意見を聞くことも必要です





滋賀県に被害をもたらす地震

①海溝型地震(ﾌﾟﾚｰﾄ境界で発生する地震）

①南海トラフ地震

②内陸型地震(陸側ﾌﾟﾚｰﾄ内で発生する地震）

②鈴鹿西縁断層帯地震 他



あなたの地区の災害リスクは？
災害と時系列変化を確認

地区の自然災害のリスク 地震 水害
(洪水、
高潮)

土砂
崩れ

台風
竜巻

雪害 火山
噴火

津波

被害の種類を特定

命を守るために何をするか

救出

消火

避難

要配慮者避難支援

命を繋ぐために何をするか

避難所開設支援

情報収集



個人でできること 家具の転倒防止

•つっぱり棒による固定

•壁の裏の桟にしっかり
と とめる。

•ななめにする板をはさ
む。

•2段にわかれているも
のはつなぐ。

•重たい本は下に

•棚の上にはできるだ
けものをおかない

•ガラス面には飛散防
止フィルム

•開き戸にはストッ
パー



家具の配置の見直し（今すぐ！）

• 寝室には家具を置かない

• 家具が倒れやすい方向には寝ない

• 出入り口付近にはものを置かない。

• 家具は倒れても逃げ道をふさがないようにおく。



地区防災計画作成のヒント

タイムライン

発災前から実施すべき対策を
あらかじめ時系列にプログラム化



地区防災計画作成のヒント

進行型災害
水災害、雪害等の災害を進行型災害と定義します。

タイムラインでは進行型災害を基本とし、
事前に起こりうる状況を想定し共有した上で、
防災行動をタイムラインとして策定します。

国土交通省資料より



地区防災計画作成のヒント

突発型災害
地震などの突発型災害では、防災行動を実施することは困難
であるが、例えば、地震発生後の人命救助のために重要な
「72時間」を意識して、それまで何を行わなければならないかに
ついて検討する等、地震発生後の行動をタイムラインとして

策定すると災害発生後の対応でも
有効な手段の一つとなり得ます。

国土交通省資料より



国土交通省資料より
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【資料編10.1 避難所台帳】



地区防災計画 作成の手順

時系列にプログラムされた
タイムラインを作成したら

住民の皆さんに周知して
啓発することが大切です



地区防災計画に
記載する防災活動

① 平常時

② 発災直前

③ 災害発生時

④ 復旧・復興期



地区防災計画作成のヒント

１．対象地区の範囲（地図で示す）
２．基本的な考え方を示す
（基本方針、活動目標、長期的活動計画）

３．地区の特性を知る
（自然特性、社会特性、過去の災害）

４．防災活動の内容 ・・・ 被害の想定
（防災活動の体制、各家庭での備え）

５．発災時の対応

区、地区、町名、何丁目 地図で示す

災害の種類毎に対応、対策、避難行動



感染症対策

避難所開設支援計画

避難所運営計画

地区防災計画に
記載したい計画



•計画の対象範囲を決定する

• 地区の特性を知る

•活動内容と役割分担を決める

•計画案をまとめ、みんなで合意

•  市町防災会議に提出

地区にある組織を活用する

自主防災組織、
町内会・自治会、
商店街、学校区、
マンション管理組合等

既存のコミュニティ

地区防災計画 作成の手順



• 計画の対象範囲を決定する

•地区の特性を知る

• 活動内容と役割分担を決める

•計画案をまとめ、みんなで合意

•  市町防災会議に提出

地区防災計画 作成の手順

地区に関わりの深い
災害を想像しましょう

市町の防災マップ等参照

地区の皆さんが積極的に
参画するようにしましょう



地区に想定される災害を知るために
次の3つの情報から災害リスクを見つけましょう

• 被害想定

• 防災マップ（ハザードマップ）
地域防災計画

• 過去の被災経験

• DIG・防災まちあるき
経験

• 地域の生い立ち

• 言い伝えなど
災害の歴史

地区のハザード（過去と未来）の確認

ワークショップなどの手法を用いて
地区の実情を掘り起こしましょう
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